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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、細胞性免疫、免疫調節、および炎症に関与するリンホカインをコードしています。グルココルチコイドの抗炎症作用を抑制することで、宿主防御におけるマクロファージ機能の調節に役割を果たしています。このリンホカインとJAB1タンパク質は、末梢細胞膜近傍の細胞質で複合体を形成し、インテグリンシグナル伝達経路における追加的な役割を示唆している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ケトフェニルピルビン酸 = エノールフェニルピルビン酸.,疾患：MIFの遺伝的変異は、全身性若年性関節リウマチ[MIM:604302]の感受性と関連しています。全身性若年性関節リウマチは、重篤で衰弱性の関節外症状を呈し、時に致死的な合併症を伴う若年性慢性関節リウマチです。薬物治療にもかかわらず、多くの小児では早期の関節破壊が起こり、外科的置換が必要となる。,機能：炎症部位におけるMIFの発現は、このメディエーターが宿主防御におけるマクロファージ機能の調節に役割を果たしていることを示唆している。また、フェニルピルビン酸トートメラーゼとしても作用する。,類似性：MIFファミリーに属する。,サブユニット：ホモ三量体。COPS5およびBNIPLと相互作用する。,
	研究分野
	チロシン代謝;フェニルアラニン代謝;
	画像データ
	

	MIF 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, MIFポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, MIFポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, MIFポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, MIFポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, MIFポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, MIFポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮組織の免疫組織化学染色。1. MIFポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮癌組織の免疫組織化学染色。1. MIFポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

